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笑い と NK 細胞活性 の 変化 に つ い て

1 ． は じめ に

　紀 元前 の 中国 の 医学書 に も笑い が 健康 に

よ い こ とが 書か れ て お り、 古代 ギ リ シ ャ で

も喜 劇 を見 る こ とが 病気 の 治療法 と見 な さ

れて い た こ と
、

そ して 日 本 で も 「笑 う門 に

は福来 る」 とい う言葉が 日常で も使わ れて

い る よ うに 、 笑 い が 健康 に 良 い こ と は経験

的 に 感 じて き た 。

　ま た 、 笑い や ユ
ーモ ア が 、 リラ ッ クス 効

果 な どの 人間 に 好 ま しい 心理的 反応 を もた

らす こ と に つ い て は 、 す で に多 くの 研 究が

お こ な わ れ て い る 。 しか し免疫 機能 に どの

よ うな影響を及ぽ す か の 研究 は
、

ま だ研 究

が 始 ま っ た ば か りで あ る 。

　今 回 、 落語 と い う媒 体 を通 した 「笑 い 一

「ユ ー モ ア」 の 実 際の 体験 が 、 免 疫機 能 に

どの よ うな影響を お よぼ す か に つ い て 調 べ

る 為 に 、 落語 を聴 く前 と後 で 、 初期免 疫能

の 指標の
一

つ で あ る NK 細胞活性 を測定 し、

そ の 影 響 を検討 した 。

II．研究方 法

1．対象

彦
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憲
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西
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　対象 は 、 森 ・西 田ク リニ ッ ク主催の お 笑

い 健康講座 参加 者250名 中希望 者27名 で あ

る 。 内訳 は 、 健常者 は 23名、 リウ マ チ 1 名 、

高血圧治療 中 2 名 、 甲状腺機能亢進 症 1名

で 、 男性 6名女 性 21名 で あ る 。

2 ．方 法

　上 記 対象者に 平成 12年 6月 3 日に 豊橋 文

化 セ ン タ
ー

に て 、 落語 家を招 き 、 笑 い の 体

験を して も ら っ た 。 ま ず 、 医 師 （西 出）に

よ る 「笑 い の 医学的効能」 とい う題 で 笑 い

が健康 に よ い と い う話 しを20分 間 ほ ど講演
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した
。

そ の 後、 真打 ち七代 目柳亭燕路師匠

（写 真 1）、 豊橋 落語天 狗連所属の 鶴橋減滅

（つ る は しへ る め つ ） さん に よ る落語 を約

1時間50分ほ ど披露 して も ら っ た 。 内容は 、

あ ま り深 く考え させ な い 、 とに か くばか ば

か しい 話 を との 依頼 にて 、 「長命」 「犬の 目」

な どの 演 目で あ っ た 。

　そ して 、 笑い 体験直前30分以 内と直後30

分以 内に NK 細胞活性 （  SRL ） の 検査

を施行 した 。 笑 い の レベ ル を確認す る為 、

落語 を聞 い た 後 に 、 ア ン ケ ー トに て Face

Scale法 、
　 V 　A 　S （visual 　 analog 　 scale ）

法 、 言語的方法 を調査 した （図 1）。

A ． 今回の 落語を聞い て 現在の 気持 ちに
一

番 近 い もの に○ を つ けて下 さい
。

　 ・全 然面 白 くな く、 他 の 人 が笑 っ て い るの が不思議だ っ た 。

　 ・ あ ま り面 白 くな い が 、 時に は 、 他 の 人 の 笑 い に 誘 わ れて 笑 っ た 。

　 ・ 面 白い と こ ろ で は時 々 笑 っ た
。

　 ・ 愉快に 楽 し く笑 っ た
。

　 ・ 腹 をか か え て 思 い き り笑 え た
。

B ．現 在の 気持ち に
一

番近 い 顔 の 表情 を選ん で 下 さい 。
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C ．落語 の 面 白さの 程 度
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現 在の 気持 ち に近 い 部分に × 印を付 けて 下 さ い
。
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一
全 く面白 くな か っ た 非常 に 面白 か っ た

D ．落語 を聴 く前 の 気持 ちに
一

番近 い 顔の 表情を選 ん で 下 さ い
。
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皿 ．結 果

1．笑 い レ ベ ル の 測定

　 Face　Scale法 に よ る笑 い レベ ル の 測定 の

結果 は 、 落語 を 聞 く前 は 0名で あ っ た最高

の 笑顔 が 7名 に 、 2番 目に楽 しい 笑顔 も 0

名 が 11名 と増加 した 。 体験 前 と比 べ て 笑 顔

レ ベ ル が 上昇 した 人 は 24名 、 低 下 した人 は

1 名 、 変 化 の な か っ た 人 は 2 名 で あ っ た

（図 2）。

　 VAS 法 に よ る笑 い レベ ル の 測定 の 結 果

は 、 全 く面白 くな か っ た場合を 0 ％ 、 非常

に 面 白か っ た場合 を 100％ と した と こ ろ 、

分布 は35％ か ら100％ で 、 そ の 多 くは85％

か ら 100％ の 間 に 集 中的 に 分布 して い た 。

　言語的方法 に よ る笑 い レ ベ ル の 測定 の 結

果 で は 、 「愉快 に 楽 し く笑 っ た 」 と回答 し

た 人 が 、 13名 と最 も多 く、 次 に 「腹 を抱 え

て 思 い き り笑 っ た 」 と答え た 人 は 8 名 、

「面 白い と こ ろ で は時 々 笑 っ た 」 が 5名 の

1頂で あ っ た （図 3 ）。
こ れ らの 結果 は 、 今

回の 笑 い の 講 座 は最高 レ ベ ル で は な い が 、

中等度以上 の 笑 い レベ ル を示 して い る と い

え る の で は な い か と考 え ら れ る 。

2． NK 細胞 活性の 変化

　笑 い の 体験 の 前後 で 測 っ た NK 活性 の 結

果 は 、 27名中18名 （67％ ） に笑 い 体験 後 に

NK 活性の 上 昇を示 した 。 また 、 笑い の 体

験後 に 低下 した 9 名 中 7 名 は 、 笑 い 体 験前

の 値が も と も とNK 活性の 標準値 （35〜55

％） を越 え る 値 を示 し 、 も と もと NK 活性

が標準値以下で
、 笑 い 体験 後 に NK 活性 が

低下 した もの は 2名の み で あ っ た （図 4）。

　 「笑 い を強 く実感 した グル
ー プ」 と 「あ

ま り強 く実感 しなか っ た グル
ー プ」 と に 区

別す るた め に 、 ア ン ケ ー トで 、 Face　Scale

法 で の 笑顔が体験後に 2 ラ ン ク以 上 ア ッ プ

した か 、 また は言 語 的方 法 で 「腹 を抱 え て

思 い き り笑 っ た」 と答え た 13名を 「笑 い を

強 く実 感 した グル ー プ」、 そ れ以 外を 「あ

ま り強 く実感 しなか っ た グル ー プ」 と分 け

て NK 活性 に つ い て 検討 した 。

　 「笑 い を強 く実感 した グル
ー プ」 は 、 笑

い 体験 後 に NK 活性 が 増加 した もの は 13名

中11名 （85％）で あ っ た
。

さ らに 体験 後低

下 した 人は 、 もと もとの NK 活性が 、 標準

値 を越 え る 2 名 の み で あ っ た （図 5）。

　笑 い を あ ま り実感 しな か っ た グル ー プ の

NK 活 性変化度 （％） は 1．6％ と統計学 的

に 見 て 明 瞭 に 増加 して い る と は 言 え な か っ

た が 、 笑 い を強 く実感 した グル ー プの 変化

度は 5．5％ と全 員の 変 化度 3．8％ と と もに 統

計学的に もは っ き りと増加 して い る こ とが

確認 され た （図 6 ）。

IV． 考察

　NK 細胞 は 、 自然 免疫 の 中心 的役 割 を演

じ、 そ の 活性 は免疫能を示す 1 つ の 指標 に

な りうる と考 え ら れて い る 。 ま た 、 NK 細

胞は 他の T 細胞 や B 細胞 等の 免疫細 胞 と異

な り、 自然 の ま まの 状態で 、 癌化細胞 、 感

染細胞 をい ちは や く認識殺傷 す る働 きを し

て い る とい わ れ て い る 。
つ ま り、

．
生 体 を癌

や感 染症 か ら防御す る と い う重要 な 働き を

して い る。

　近年 、
こ の NK 細 胞 は 、

い ろ い ろな ス ト

レ ス に よ り変化 を起 こ す との 報告 が な され

て い る 。 肉体的 ス トレ ス 、 精神 的 ス トレ ス
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表情評価法 に よる結果
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法蛎庸

・全然 面白 くな く、 他の 人 が笑 っ て い る の が 不思議だ っ た 。

・ あ ま り面 白 くな い が 、 時 に は 、 他の 人の 笑 い に 誘わ れ て 笑 っ た
。

・面 白い と こ ろ で は 時 々 笑 っ た 。

・ 愉快 に楽 し く笑 っ た 。

・ 腹 をか か え て 思 い き り笑え た 。

略
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VAS 法 に よる評価
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全 く面白 くな か っ た 非常に 面 白か っ た
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NK 活性の変化
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NK 活 性 の 変 化

　笑 い 実感例
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NK
細
胞 50
活
性
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45
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前

笑 い 実 感例

後

ど ち らに お い て も NK 細胞 活性 が低 下す る

と さ れ
D

、 さ らに うつ 病患者で もNK 細胞

活 性 が 低下 す る との 報告 もあ る ％ こ の よ

う な身体、 精神的な ス トレ ス な どで NK 細

胞 活性 が低下 す る との 報告 とは 反対に 、 吉

図 5

野 ら
1’）

は リウ マ チ患者 に 対 して 落 語 を聞か

せ て 、 免 疫系 、 神経内分 泌 系の 変 化 を 観察

した とこ ろ 、 NK 細胞 活性 に は変 化 は 認 め

な か っ た が 、 リウ マ チ 等の 病気 で 異常 を示

す免疫 指標 の 1 つ で あ る CD4 ／ CD8 値
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の 改 善な どの 変化お よ び RA の 活動性が 低

下 した と報告 して い る 。 また 、 今 回 と 同様

に 伊丹 ら
c

も19名 の ボラ ン テ ィ ア に漫才等

の 演芸 を見物 させ 、 NK 活性の 変化 を確認

した と こ ろ 、 NK 細胞活性の 直前値が 標準

値以下 の 例 で統 計学的 に見 て 、 有意 に NK

活性の 上 昇を確認 して い る。 さ らに 笑 い体

験 後低下 した症例 の 大部分が 、 も と もと N

K 活性値 が標準値 を超 え て お り、 こ れは 笑

い に よ っ て 正 常化 の 方 向 に 変化 した 可能性

を示唆 して い る。 今 回の 我 々 の 実験で もほ

ぼ 同様な 変化 を認 あ た ほ か 、 笑 い を 「あ ま

り実 感 しなか っ た グル ープ」 で は有意 な変

化を示 さな か っ た NK 活 性が 、 「笑 い を強

く実感 した グル
ープ」 で は 有 意 に NK 活性

の 上 昇 を認 め た こ とは 、 笑 い の レベ ル が 高

い と NK 細胞 活性 の 上 昇 も高 くなる とい う

こ とを よ り明確 に 証 明で きた とい え る。

　今後 、 さ ら に笑 い が健康に 良い 効果 を示

す研究 が 行 われ る と考え られ るが 、 今回の

検 討 は 、 笑 い が 、 ガ ン や 感染症 を 予 防す る

健康法の
一

つ と して 積極 的に 生 活の 中 に取

り入 れて い く必要 性 を示す根拠 とい え るの

で は な い で し ょ うか 。

NK 活 性 の変化
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■ 笑 い を あ ま り実感 し
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グ ル ープ

ロ 全例

図 6
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1）増 田彰則 、 他 、 健常成人男性 に お け るN

　　K 細胞活性 と心 理 ・ 行動特性 、 ス トレ ス

　 対処行動 、 慢性疲労の 関係に つ い て ．心

　 身医 学 、 35（5）：383−390、 1995

2 ）長尾夫美子 、 奥 村 康 、 ス トレ ス と NK 活

　 性．臨床麻酔 、 21（4）：571−579，1997

3 ）吉野　慎
一

、 他 、 関節 リウ マ チ患者に対

　 す る楽 し い笑い の 影響 心身医学、 36（7）：

　 560−564、 　1995

4）伊丹仁朗、他、笑い と免疫 能．心 身医学 、

　 34（7）565−567、　1994
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　専 門 は 内科 、 消化器 科 、 そ の 他 に ホ

　 リス ッ テ ッ ク医学 （西洋医学 を中心

　 と しな が ら も東洋医学や 代替医療な

　 ども用 い 総合的に 治療 しよ う とす る

　考え 方）に 関心 が あ り 、 そ の 普及に

　努 め て い る。
そ の

一
環 と して 笑 い を

　健康増進 、 病状緩和 に 役立 て た い と

　考 え て い る 。

　資格 、 役職

　　日 本 内科 学会認 定医

　　 日本消化 器病学会認定 医

　　 日本消化 器 内視鏡学会認定医

　 　 日本東 洋医学会 専 門医

　　 日本ア ロ マ テ ラ ピ ー協会学術委員

　　東海 ホ リス テ ッ ク医学振 興会理 事

　 　な ど

大西 憲和

　昭和59年 中京大学 大学 院体 育学研 究

　科 終 了の 後 、 昭和 60年 よ り愛知 医科

　大 学 医学部 （第二 生理 学教室） に 勤

　務 。 平 成 3年 に 医学博士 の 学位 を取

　得 し 、 平成 5年 か ら愛知 みず ほ 大学

　人 間科 学部に 勤務 、現在助教授 。 研

　究テ
ー

マ は 、 体温 ・ 発汗調節で 、 特

　 に生理 的発汗反応 に つ い て 関心 を持 っ

　 て い る 。

　所 属学 会

　　 日本生理学会、 日本体力 医学会 、

　　 日本生気象学会 、 日本人 間工 学会

　 　 な ど
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